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各日本語教育機関 殿 
 

財団法人日本語教育振興協会 東京地区評議員 
東京地区教育集会実行委員会 

 
日本語学校 東京地区教育集会の開催について 

 

 寒中の候 各日本語教育機関におかれましては、新年から年度末に向けての慌ただしい

時期と存じます。 
 ㈶日本語教育振興協会主催で毎年開催される「日本語教育セミナー（通称：京都セミナ

ー）」の趣旨を受けて、昨年７月に「第一回東京地区教育集会」を開催致しました。前回は

３２校３８名の方々にご参加いただき、教育面についての活発な意見交換を致しました。 
 今後も継続的に集会を実施するにあたり、実行委員を組織し、このたび第二回の開催

が決定しましたので、御案内致します。 

東京地区で開催いたしますが、全国から御参加いただけます。また、今回は専任教師・

非常勤教師の方々の参加も可能とし、学内で複数名の参加もしやすいように人数枠も設け

ております。 

参加希望者は、別紙申込書により２月１２日（水）までに、御提出下さいますようお願

いいたします。 

 

記 
 
１．主催 財団法人日本語教育振興協会東京地区評議員 
 
２．企画・運営 平成２５年度東京地区教育集会実行委員会 
 
３．趣旨  教育機関を取り巻く状況を共有し、さまざまな取り組みへの意見交換をもと 

      によりよい教育現場をつくるために何をすべきかを検討していく。 

 

４．日時   平成２６年２月１４日（金）１４：００～１８：４５ 
 
５．実施会場 
   国立オリンピック記念青少年総合センター センター棟 416 室 
    住所：〒151-0052 東京都渋谷区代々木神園町３－１ 
    ℡ 03-3467-7201  fax 03-3467-7797 
 
 



６．参加対象 
 留学生を受け入れている日本語教育機関の校長・主任教員・専任教師・非常勤教師 
 

７．プログラム（予定） 
13:30  受付開始 

14:00  趣旨説明・参加者紹介 

14:05  日本語学校に関わる最近の状況について 

14:10  発題と意見交換 

            Ⅰ．学生のモチベーションを上げるには？ ～授業内・授業外の取り組み 

         Ⅱ．職場内コミュニケーション ～働きやすい環境づくり 

         Ⅲ．国籍の多様化に対応したオリエンテーション ～教務として伝えたいこと 

15:30  休憩 

15:45  地域・学外団体等との連携  

17:00  休憩 

17:15  進路指導のための専門分野基礎知識 

18:45  まとめ・閉会 

 
９． 参加費（当日受付で申し受けます。） 
 

 （財）日本語教育振興協会  
維持会員校（維持会員会費納入校）

の教員 

その他の教育機関 
の教員 

参加者１～３名まで １機関 1,000 円 １機関 2,000 円 
参加者４～６名まで １機関 2,000 円 １機関 4,000 円 

 
  ※前回は１人につき 1,000 円の参加費でしたが、今回は 1,000 円で３名まで参加でき 
   るように致しました（維持会員校の例）。 
 
10．申込み・問い合わせ（財団法人日本語教育振興協会が協力いたします） 
  参加希望者は、（財）日本語教育振興協会ホームページから別紙「参加申込書｣を 
  取り出し、必要事項を記入の上、E メールで２月１２日（水）までに提出してくだ 
  さい（提出期限厳守でお願いします）。 

http://www.nisshinkyo.org/index.php 
 
 〔問い合わせ先〕 

総務部 小野寺陽子 
TEL：03-5304-7815 FAX：03-5304-7813 E-mail: y-onodera@nisshinkyo.org 

 

mailto:ssenoo@nisshinkyo.org


日本語教育機関 校長・主任教員・専任教師・非常勤教師のみなさんへ 

 

 ２月１４日（金）に開催いたします「日本語学校 東京地区教育集会」は、教育に関する事柄を題

材とし意見交換をすることで、他校の取組や考え方に触れられる貴重な機会としたく思います。より

よい学校づくりに前向きな方でしたら立場は異なっても思いは同じでしょう。各校教育現場の先生方

の積極的な参加を期待します。 

 特に今回は、増加傾向にあるベトナム・ネパールなどの非漢字圏学習者への対応を強く意識して内

容を進めていきたいと思います。 

 

 

 ○意見交換の予定 
 

 プログラム①   テーマ別討議  について  

 

 Ⅰ．学生のモチベーションを上げるには？ ～授業内・授業外の取組 

 

非漢字圏学習者が増え、多くの教育現場から戸惑いや問題点を指摘する声が聞かれます。教務と

してできることに、学校への所属意識を強く持たせ、何よりも学校が楽しいと思わせることが挙げら

れます。学生としての意識が強くなれば自覚ができ、生活の乱れや、信頼する学校や学友たちを

裏切るような行為の抑制となるかもしれません。そんな角度から意見交換をしてみたいと思います。 

 

 Ⅱ．職場内コミュニケーション ～働きやすい環境づくり 

 

ここでは、教務の職場環境を取り上げます。生き生きした風通しのよい教務室とするために、また、

よりよいチームづくりのために日々おこなっていることを紹介し合うことで、各自の職場を見つめな

おすきっかけになればと考えます。 

 

 Ⅲ．国籍の多様化に対応したオリエンテーション ～教務として伝えたいこと 

 

非漢字圏学習者の増加に伴い、学習方法や取り組み方などのオリエンテーションをどのようにおこ

なっているかを紹介し合いましょう。学則や生活のルール等のオリエンテーションは事務職員が担

当している学校が多いと思われますが、ここでは日本語学習を始めるにあたって、教務として何を

どう伝えていくかという面から意見交換をしていきたいと思います。 

 

 

 

 プログラム②  地域・学外団体等との連携  について  

 

 ボランティア団体や文化振興団体の方をお呼びし、留学生も含めた外国人向けにおこなっている活

動を紹介していただきます。我々日本語学校の学生たちが参加可能な魅力ある企画もいろいろあり、双

方の協力で今後どんなことが可能かをみんなで考えていきたいと思います。 

 



 プログラム③  進路指導のための専門分野基礎知識  について  

 

非漢字圏学習者の多くは将来日本での就職を希望しており、学費の面からも専門学校を選択する者が

多い状況があります。しかし自分の進む分野が特定できていなかったり、方向性は決まっていても学科

の学習内容をきちんと理解していないということは決して珍しいことではないでしょう。サポートする我々

教員は進路指導をするにあたり、各分野の現状や就職についてある程度は知っておく必要があると思

われます。 

今回試みとして６つの分野の専門学校担当者から、取得できる資格と種類、必要な能力、留学生の就

職の状況を簡単に説明していただきます。すでにご存じの内容が多いかも知れませんが、この機会に

少し整理してみるのはいかがでしょう。 

 

 

   《予定分野》 

 

      ①簿記・会計 

      ②自動車整備 

      ③旅行・観光・ホテル 

      ④理容・美容 

      ⑤調理・製菓 

      ⑥ＩＴ・アニメ・ゲーム・コンテンツ 

 

 

 

 

時間の関係で内容の変更があるかも知れませんが、概ね以上のような内容を予定しています。 

みなさんの参加をお待ちしています。 

 



【別紙２】

宛

→　当初認定番号：

参加者名

カタカナ 職　名 懇親会

1

2

3

　　

標記集会に、下記のとおり参加したいので、申込みます。

※交流のために参加者のリストを当日配付したいと思います。（所属校・氏名・職名）
　 名簿作成について特別な要望がある場合はご記入ください。

（　　　　　　）その他の日本語教育機関
所属

機関名（学校名）

電話番号

担当者連絡先Emailアドレス

総務部（Eメール　y-onodera@nisshinkyo.org）あて送付願います。

平成26年　　 月　　　日

東京地区教育集会参加申込書

皆様の希望を伺って懇親会の開催の有無を決めたいと思います。
集会終了後（19：00～）に懇親会を行う場合（予算お1人3,000円）、
参加を希望されますか？希望される場合は○をご記入ください。

（　　　　　　）日振協維持会員校

東京地区教育集会実行委員会

※参加費1,000円で３名まで参加可能です。
　 ４名以上参加希望の場合はコピーを使用してください。

氏　名
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